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下記の者は、　　　　　　　　工事に関し、下記のとおり実務の経験を有することに相違ありません。

令和　　年　　月　　日

受注者（商号又は名称、代表者氏名）



記
	技術者の氏名
	
	生年月日
	年　　月　　日

	所属会社名
	従事した
立場
	実務経験の内容
	実務経験期間

	
	
	
	（うち証明する工事の種類に係る経験年数）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	
	
	
	年　　月～　　　　年　　月

	
	
	
	（　　年　　月）

	証明する工事の種類に係る経験年数合計
	満　　年　　月


注１）本経歴書は、建設業法別表第１の上欄の種類ごとに作成すること。
注２）記載する経歴は、所属会社毎及び従事した立場毎に記載すること。
注３）記載する経歴は、必要となる経験年数を満たしていることを証明できる期間についてのみでよい。
注４）「実務経験の内容」欄は、記載する実務経験期間に従事した、主な案件名を１件以上及びその他の案件数を記載すること。
注５）時期を重複して複数の工事を実務経験とすることはできない。
注６）元号は、適宜修正すること。
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実務経歴書     下記の者は、    水道施設     工事に関し、下記のとおり実務の経験を有することに相違ありません。     令和   〇 年 〇〇 月 ○○ 日     受注者 （ 商号又は名称、代表者氏名 ）   ○○○○建設株式会社   代表取締役   ○○   一郎     記  

技術者の氏名  ○○   太郎  生年月日  平成   〇 年   〇 月 ○○ 日  

所属会社名  従事した   立場  実務経験の内容  実務経験期間  

（うち証明する工事の種類に係る経験年数）  

有限会社○○○  技能労働者  ○○一丁目ほか○○○新設その他 工事   その他５件  平成２０ 年   ４ 月～ 平成２８ 年   ３ 月  

（   ３ 年   ５ 月）  

有限会社○○○  現場代理人  ○○ほか○○○改良工事   その他１件  平成２５ 年   １０ 月～ 平成２６ 年 １２ 月  

（   １ 年   ３ 月）  

○○○○建設株式会社  技能労働者  ○○一丁目新設その他工事     その他５件  平成２８ 年   ４ 月～ 令和   ３ 年   ６ 月  

（   ５ 年   ３ 月）  

○○○○建設株式会社  現場代理人  ○○三丁目ほか○○○新設工事   その他１件  令和   ３ 年     ７ 月～ 令和   ４ 年 １０ 月  

（   １ 年   ４ 月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

   年     月～        年    月  

（    年    月）  

証明する工事の種類に係る 経験年数 合計  満 １１ 年   ３ 月  

注１）本経歴書は、建設業法別表第１の上欄の種類ごとに作成すること。   注 ２ ） 記載する 経歴は 、 所属会社毎及び従事した立場毎に 記載 すること。   注 ３ ） 記載する 経歴は、必要となる経験年数を満たしていることを証明できる期間 について のみ でよい 。   注 ４ ）「実務経験の内容」欄は、記載する実務経験期間に従事した、主な案件名 を１件以上及びその他の 案 件数を 記載 すること。   注 ５ ） 時期を重複して複数の工事を実務経験とすることはで きない。   注 ６ ）元号は、適宜修正すること。  

【 注意】   本「記載例 （青字） 」は画像データです。   記載に当たっては、本画像を 選択（ ココを 左クリニック ） のうえ削除（ D elete ）して 行ってくだ さい。  

記載例  


